
＜２０１８年６月末までの出席回数状況＞ 

１ 全体＜今後の方針＞ 

 この出席回数の状況については２年ほどコメントできずに経過してしまいました。この２年間でメ

ンバーもだいぶ変わったと思っています。 

 菅沼翔太君ももう６年生でホープスナショナルメンバーに選ばれて毎月強化合宿に参加し、７月

は東アジアホープス卓球大会に日本代表として参加します。 

 

＜小学生＞ 

現在、以前活躍していた小学生は中学生になり、小学生のメンバーの多くはもう６年生になりま

した。小学生１９名のうち８名が６年生です。５年生が２名、４年生が３名、３年生が３名、２年生１

名、１年生２名です。 １年から５年生までの合計は１１名だけになります。 

来年６年生が中学生になると大幅に小学生が少なくなります。今後に向けてこれまでとは違っ

た形で指導していかなければならない時期に来ていると思います。例えば夕方練習及び夜の初

心者コース・土曜日の午前中の練習は小学生を重視し、充実した指導に変えていかなければな

らないと思っています。現在はその移行期間だと思っています。 

 

＜中学生＞ 

現在は２１名いますが、数年前まで小学生で活躍していたメンバーも早いもので今年が最終学

年です。青木実々さん、佐藤翔太君も中学３年生ら６名が最後の学年になりました。主力メンバー

が大幅にクラブから卒業するので、次のメンバーにどう切り替えていくかが極めて重要な時期に

来ています。 

中学２年生の主力は１名だけになり、２年生も６名主力でその他７名は初心者で週１回程度の

会員でクラブにも入っていません。 

来年中学に入るメンバーも主力メンバーに加わるのは３～４名だけなので中学生全体の層も多

く見込んで１０名程度になる見込みです。 

夏の全国大会が終われば練習方針も大幅に見直ししなければなりません。 

 

出席回数も１，０００回以上は８名で、うち来年も継続は３名だけです。５００回以上は５名だけで

す。しかし、月２０回以上の出席者は１，０００回以上の８名除いて１６名ほどいるので、全体的な

レベルは相当上がってきていると思っています。 

 

今年小学生ホープス・カブ・バンビの全国大会に３名出場します。北日本ホープス団体にも４名

参加するので、来年は菅沼翔太君に続く選手が何名か出てくるように力を入れていきたいと思っ

ています。 



中学生も佐藤翔太君、青木実々さんに続く選手が多く育つように指導していきたいと思っていま

す。中学生の地区大会の結果は、ほとんどの選手が個人戦で代表権を取っているので７月２０日

からの山形県大会で東北大会出場目指して頑張ってほしいと思っています。 

長井南中女子団体も県突破できるように頑張らせたいと思っています。 

 

 


